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行 うに あた り．写真的な手法を知 る こ と も 重要 で ある．

　退 色 し た オ リ ジナ ル を み て ．退色する前に どの よう

な画像で あ っ たか を想像することはほとんど不可能で

ある．しか し，暗所保存 で 起 こ る色素の退色は ，現像

処理 した際の画像色素量に 比例する こ とか ら．未露光

部の 濃度を沮1」定することによ っ て 暗退色の度合が判断

でき．これを補うマ スク（色素増量，コ ン トラ ス ト増大）

を作 る こ とにより改善が期待で ぎる　 しか し 1 最初の

未露 光部の濃度がわか らな い事やさまざまな退色が複

合的に作用 して い る こ とを考慮す る と ，決定的 な 半1」断

材料とな らな い が．ア ナ ロ グ処理 をするに しろデジタ

ル 処理をする にしろ大事 な判断材 料で あ る と 考えられ

る また ，修復 した 履歴 を メ タデータと して 残 し，元

の デ
ー

タとの ポジシ ョンを明確にするこ とは重要な こ

とである．

（4）おわ り に

　文化財の記録は ，デ
ー

タの信憑性と正 しい記録 を追

い 求め る こ とである．信 憑性に つ な が る データ の 素性

や履歴を始め ，メタデ
ー

タは今後ますます重要 になる

　また二，デ ジタル ア
ーカイプを行うにあた り利用の便

利さを
一

面に 出す ぎらいがあるが 1 最も大事 な こ と は

得 られる さ ま ざま な結果 の 精度 で あると考 える．

4．文化情報の デジ タ ル化 一色彩 の 記録，保存，活用 そ

して 復元
一

　　　　　　　　　 鈴木卓治 （国立歴史民俗博物館）

　筆者 は ま ず ．筆者の 勤務する博物館の収蔵資料をデ

ジ タ ル カ メ ラ で 撮 影 し ，画 像 の 色 値 を 測 色 値

（CIEXYZ ）に変換して ，記録
・
保存

・活用 する，い く

つ かの事例につ い て 報告した ．

　 つ づ いて，文化情報の デジタル化を、「記録」，「保存」，

「活用」，「復元」の 4つ の視 点 に切 り分け て 考 え る こ と

を提案 し．映画 フ ィ ルム の デ ジタル復 元を例 に説明 し

た 、

　図5の 例で は ，原情報 の 映画 フ ィ ルムか らデジタル デ

ー
タを求め る部分が 「記録」で ある．情報の デジタル化

とは ，情報を何らかの形で量子化し，離散的な デジタ

ル 情報を 作成する こ とで あ るが 、記録 と して の デジタ

ル化にお いて は．申なる量子化だ けでは不十分で 1 可

能な限 り国際的 に認め られた単位系に も とつ く数量情

報 を 作成す る こ とが重要 で ある．すなわち図の例では 、

デジタルデ
ー

タの色情報は，たとえば CIEXYZ などの

測色値で記録されるべ ぎである

図 5　映画フ ィ ルム のデジタル復元

　復元の過程で 生 じるデ
ー

タ はす べ て 「保存」の 対象と

なりうるが ，図の例では原情報の （色値が測色値で 記録

さ れ た）ヂジタル データの保存がも っ とも重要 であろう

映画 フ ィ ルム の 画像は保存環 境や経 時変化 によ り劣化

する．一
方デ ジタルデ

ー
タの画像は ，記録媒体の 寿命

や 記録書 式 の 寿命 （＝ 流行 り廃 りが非常に激しい ）な ど

によ っ て 劣化
一

フィ ルムのように緩慢 ・連続的な劣化

ではなく，ある日突然ア クセ ス 不能になる とい っ た急

激
・
不連続的な劣化一 を起こ す．デジタルデ

ー
タの保

存に必要な ．継続的な人 的
・
経 済的 コ ス トをよく知 っ

てお く必要がある．

　図 の 原 フ ィ ルム から復元 フ ィ ル ム ま で の 「復元」作業

の 大半は 、デ ジタル デ
ー

タの 加工の形 で実施 される．

常石氏の指摘どおり、デジ タルデータの変換の 自由度

が大 きい分 、本当にそ の よ うに復元 して よ い か と．い

う妥当性の 検討も重要になる ，で はその妥当性 に問題

があ るときは ，復元 は す べ き か ，そ れ ともす べ き で な

い か ？

　復元された画像は 「活用」され ，人 間文化の営みに大

き く寄 与する．常石氏の講演に おい て示された復元映

画フ ィ ル ム の画像が何よ D雄弁 に物語 る　その 時々の

人間 に認知され利用されて こ そ文化情報は価値をも つ

のだ 、と．文化 情報の価値をよ り強 く働きかけるため

の 「復元」は．重要か つ 必要 で あ り，そ れを試みようと

する意志ある人に解放されるべ き活動である、た と え

ば，客観的な証拠が十分揃わな い状況下での 「復元」に

お い て は ，復元 を行な っ た人間 の 署名 ＝ 責任所在を加

えるよ うに して ，復元の 活動を活発 にすす め る べ き で

iまなし、か
、．
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